
●開館時間　9時～18時
●休館日　12/29～１/３

かつての荒物問屋の見世蔵と
土蔵群からなり、土蔵群は戦後
になり「蔵のアパート」として利用
されてきました。現在、大通りに
面した見世蔵では、観光案内と
土産品販売、奥の土蔵群はお
食事処と土産品販売を行う蔵

の街観光の拠点施設として活
用されています。

…お食事処 …お食事処 …お食事処

…おみやげ

…休憩所

…専用駐車場 専用

専用

観光案内

岡田家は550年以上の歴史を持つ旧家
で、江戸時代には畠山氏の陣屋となっ
ていました。4,000坪にも及ぶ広大な敷
地に残る土蔵には岡田家伝来の宝物
が展示されています。
●開館時間　９時30分～17時
●休館日　金曜日（4～6、9～11月を除く）
　　　　　　（ただし祝日の場合は開館）

※年末年始の営業については、各施設へお問い合わせください。

とちぎ蔵の街観光館 1110282-25-0560

岡田記念館 1

…数字は中面地図と
　対応しています

1

10282-22-0001

見どころ
●栃木駅から徒歩25分
●第一駐車場から徒歩15分

横山家は店舗の右半分で麻問屋、左
半分が銀行を営んでいた明治の豪商で
した。両袖切妻造（りょうそできりづまづく
り）と呼ばれる貴重な建物には、当時を
偲ばせる帳場などが再現されています。
●開館時間　10時～16時
●休館日　火曜日・水曜日
　　　　　　（ただし、祝日の場合は開館）

横山郷土館 410282-22-0159
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩5分

栃木市は明治16年まで栃木県庁の所
在地でしたが、当時の県令が宇都宮市
に県庁を移転させました。現在ではその
敷地に巡らされた堀だけが残り、県庁
堀と呼ばれ、市民の憩いの場として親し
まれています。

県庁堀 3
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩5分

れい　へい　し　かい　どう

1617年、徳川家康が日光山に改葬され、
その後、毎年、朝廷から日光東照宮に例
幣使と呼ばれる勅使がつかわされました。
この道が例幣使街道と呼ばれ、その一部
が大通りや嘉右衛門町通りであり、現存し
ている見世蔵などが当時の繁栄振りを偲
ばせています。

例幣使街道 2
●栃木駅から徒歩25分
●第一駐車場から徒歩15分

およそ200年前に建てられた土蔵3棟を改
修し、美術館として現代によみがえらせ、
栃木市ゆかりの作家の作品を中心に収
蔵しています。
●開館時間　９時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日　月曜日（祝日の場合、火曜日）

とちぎ蔵の街美術館 510282-20-8228
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

塚田家は、江戸後期から巴波川の舟運
を活かし、木材回漕問屋を営んできた
豪商で、巴波川沿いに120mに及び巡
らされた黒塀と白壁土蔵は栃木市を代
表する景観となっています。
●開館時間　９時30分～17時
●休館日　月曜日（ただし祝日の場合開館）
　　　　　　（4～6、10、11月を除く）

専用

塚田歴史伝説館 710282-24-0004
●栃木駅から徒歩12分
●第一駐車場から徒歩7分

質商を営んでいた坂倉家の土蔵と母屋
からなる約200年前の建物です。二階部
分の松の一本通しの梁など、当時の土
蔵の構造をうかがい知ることができます。
●開館時間　10時～16時
●休館日　月曜日
　　　　　　（ただし、祝日の場合は開館）

栃木市郷土参考館 810282-24-2145
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

隔年開催の「とちぎ秋まつり」がデジタル
技術を駆使した演出と実物の山車3台で
再現され、まつりの迫力と山車のすばらし
さを満喫することができます。
●開館時間　９時～17時
●休館日　月曜日（4～6、9～11月を除く）
　　　　　　（祝日の場合、火曜日）

だ　　し

とちぎ山車会館 610282-25-3100
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

「路傍の石」などで知られる文豪山本有
三は栃木市出身です。江戸末期の見世
蔵を改修した記念館の館内には愛用の
品や自筆の原稿が展示されています。
●開館時間　９時～17時
●休館日　月曜日（祝日の場合翌日）
　　　　　　（4～6、9～11月を除く）

山本有三ふるさと記念館 910282-22-8805
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

江戸末期から明治中期に建てられた呉
服商の蔵を改修した館内には、浮世絵や
錦絵をはじめとする、江戸情緒を感じさせ
る貴重な美術品が多数陳列されています。
●開館時間　10時～17時
●休館日　月曜日
　　　　　　（ただし、祝日の場合は開館）

あだち好古館 1010282-22-0149

こう　こ　かん

●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分
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東北自動車道約50分 ※所要時間はあくまで
　目安となっています。川口JCT 栃木I.C

新幹線約45分

快速約１時間５分

普通約10分東　京
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東京・上野駅からの　JRアクセス

特急約１時間10分

区間快速約１時間30分

日 　光

鬼怒川温泉
浅　草 栃　木

浅草駅からの　東武鉄道アクセス

特急約１時間15分新　宿
日 　光

鬼怒川温泉
栃　木

新宿駅からの　アクセス

東北自動車道：川口JCTからの　アクセス

約50分 約50分

※所要時間はあくまで目安となっています。

高崎JCT 友部JCT栃木I.C

北関東自動車道：高崎JCT、友部JCTからの　アクセス

「蔵の街」のはじまり ～例幣使街道と巴波川の舟運～
　「蔵」があるということは、そこに入れておく物資や資金があったという
ことです。栃木市が「蔵の街」として発展したのは、北関東有数の商都
であったからです。それでは、その歴史を紐解いてみましょう。
　1617年、家康の霊柩が日光山へ改葬され、その後、朝廷からの勅使
が日光東照宮へ毎年参向するようになりました。その勅使を例幣使という
ことから、通る道は例幣使街道と呼ばれました。栃木はこの街道の宿場
町となり、人が集まり、物が集まるようになりました。これが商都としての発
展のきっかけになったといわれます。
　さらなる発展の原動力となったのは、巴波川の舟運での江戸との交
易であるといわれます。江戸からは日光御用の荷や塩などが運ばれ、栃
木からは木材や農産物などが運ばれました。舟運は江戸の初めから利
用され、次第に交易が盛んになり、江戸の終わり頃には栃木の商人達は
隆盛を極めたといわれます。その豪商達が白壁土蔵を巴波川の両岸に
沿って建てていきました。
　栃木市の蔵の街並みは、かつての栄華を極めた豪商達の歴史が築
いてきたものなのです。

明治後期の栃木町大通り（片岡写真館提供）

「とちぎ」の
　ルーツを知る



開催！！

8月

10月

4月
3月
2月
1月

6月
7月

5月

１１月

初詣〔太平山神社・出流山満願寺〕
セツブンソウ〔星野〕
カタクリ〔星野〕
さくら〔太平山公園〕
人形まつり〔蔵の街〕
あじさい〔太平山あじさい坂〕
須賀神社神幸祭〔神明宮〕
百八灯流し【第１日曜日】〔巴波川〕
蔵の街サマーフェスタ〔大通り〕
お蔵のお人形さん巡り〔蔵の街〕
オクトーバーフェスト〔蔵の街〕
うずま冬ほたるキラフェス〔蔵の街〕
とちぎ秋まつり【隔年開催】〔大通り〕
紅葉〔太平山公園〕

隔年開催されるとちぎ秋まつりでは、絢爛豪華
なとちぎの山車が蔵の街大通りを練り歩き大
変な賑わいをみせています。
とちぎの山車は江戸型で、見事な刺繍と彫刻
が大きな特徴です。明治の初めに倭町三丁目
が山王祭出御の静御前の山車を日本橋の町
内から購入したことをきっかけに、各町内が競
うように購入・作製していきました。

明治のはじめごろ星覚全という修験者
が、中禅寺湖の舟禅定になぞらえて起
こしたといわれ、百八の煩悩を水に流す
為の民俗行事として行われています。
舟の端に灯された百八本のロウソクは
安産のお守りともいわれます。
昭和51年（1976）には市指定文化財
（無形民俗）となりました。

「蔵」には全国的に最も多く現存する土蔵のほ
か、石蔵や板蔵があります。その中で、栃木に残
る蔵はほとんどが土蔵です。一口に土蔵と言って
も、その用途は食料や財産を保管する「倉庫とし
ての蔵」、土蔵の性能からそれを店舗として利用
した「見世蔵（店蔵）」の2種類に分けられ、その
構造は大きく異なります。（下図）

見世蔵は明治期に全国的に普
及しはじめたといわれます。しか
し、現存する見世蔵には江戸時
代に建てられたことが確認できる
ものもあり、栃木市にも日本で最
古の部類に属する見世蔵が残
されています。

とちぎ秋まつり

百八灯流し

（県指定文化財の古久磯提灯店、1845年）
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岡田記念館1

蔵の街第一駐車場C

例幣使街道2

県庁堀 3

栃木市役所別館

蔵の街美術館 5

山本有三ふるさと記念館9

あだち好古館10
蔵の街観光館11

栃木市観光協会
倭町小江戸ひろば

岩下記念館

蔵の街遊覧船 発着所

横山郷土館 4

山車会館 6

郷土参考館 8

塚田歴史伝説館 7

幸来橋 B

栃木駅 栃木駅A
100100 200200 40040030030000 500m500m100 200 4003000 500m

から散策コース駐車場

駅・観光ポイントをレトロ調のボンネットバスが走ります。

市内観光に
「ふれあいバス」もいかがですか。

マップ ゆったりとした時の流れに身を任せ、ゆったりとした時の流れに身を任せ、
のんびり散策はいかがですか？のんびり散策はいかがですか？
ゆったりとした時の流れに身を任せ、
のんびり散策はいかがですか？

の歩き方

C 第一駐車場

11 蔵の街観光館（見学15分）

10あだち好古館（見学20分）

9 山本有三ふるさと記念館（見学15分）

1 岡田記念館 （見学30分）

4 横山郷土館 （見学25分）

6 山車会館 （見学20分）

5 蔵の街美術館（見学25分）

8 郷土参考館 （見学10分）

B 幸来橋 （見学5分）

7 塚田歴史伝説館（見学30分）

●見学時間は目安です。
●みなさんの持ち時間に合わせて歩いてください。
●各記念館と第一駐車場間の移動時間は裏面の
　『蔵見どころ』に掲載してあります。

から散策コース駅
A 栃木駅

B 幸来橋 （見学5分）

7 塚田歴史伝説館（見学30分）

8 郷土参考館 （見学10分）

11 蔵の街観光館（見学15分）

5 蔵の街美術館（見学25分）

10あだち好古館（見学20分）

9 山本有三ふるさと記念館（見学15分）

1 岡田記念館 （見学30分）

4 横山郷土館 （見学25分）

6 山車会館 （見学20分）

●見学時間は目安です。
●みなさんの持ち時間に合わせて歩いてください。
●各記念館と栃木駅間の移動時間は裏面の
　『蔵見どころ』に掲載してあります。

のんびり散策

散策コースにはこのマップとリンクした案内板が設置してあります。
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凡 例

車両一方通行
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レンタサイクル
BK

公衆浴場

ホテルH
学校
循環バス停留所
ボンネットバス

文

ゆ

B

市街地北部循環バス

●料　金　100円（3歳から小学生までは50円です。）
　　　　　乗り放題の1日乗車券は200円
　　　　　（車内で販売します）
●時　間　1周約40分です。
●時　刻　始発 7：43 栃木駅前発 東回り
　　　　　以降１時間おきに西回りと東回りを交互に運行します。

　　　　　終発 18：43 栃木駅前発 西回り
　　　　　（詳しい時刻表は主な観光施設にあります。）

舟の上から、蔵の街なみをゆっくりとお楽しみください。
蔵の街遊覧船

●運行時間　土日祝日　11：00～16：00
　　　　　 　平　　日　11：00～15：30
　　　　（イベント開催等により時間を変更する場合があります。）
●料　　金　大　人　500円
　　　　　　中高生　300円
　　　　　　小学生　200円
　　　　　　幼　児　無　料

※年末年始はお休み　冬期休業有り
※天候や水量の状況により中止する場合があります。

毎日
運行運行
毎日
運行

団体10名以
上で各100
円引き

徒歩 2分

徒歩 0分

徒歩 1分

徒歩 10分

徒歩 15分徒歩
5分

徒歩 3分

徒歩 0分

徒歩 1分

徒歩 5分

徒歩 0分

徒歩 12分

徒歩 0分

徒歩 5分

徒歩 3分

徒歩 1分徒歩
0分

徒歩 15分

徒歩 1分

徒歩 10分

徒歩 15分

徒歩 3分

1,500円
2,200円→お得な記念館共通券

塚田歴史伝説館・岡田記念館・あだち好古館・山車会
館の4館の入館料が全部で2,200円のところ、
1,500円になるお得な共通入館券は各記念館で販
売しています。



●開館時間　9時～18時
●休 館 日　12/29～１/３

かつての荒物問屋の見世蔵と
土蔵群からなり、土蔵群は戦後
になり「蔵のアパート」として利用
されてきました。現在、大通りに
面した見世蔵では、観光案内と
土産品販売、奥の土蔵群はお
食事処と土産品販売を行う蔵

の街観光の拠点施設として活
用されています。

…お食事処…お食事処…お食事処

…おみやげ

…休憩所

…専用駐車場
専用

専用

観光案内

岡田家は550年以上の歴史を持つ旧家
で、江戸時代には畠山氏の陣屋となっ
ていました。4,000坪にも及ぶ広大な敷
地に残る土蔵には岡田家伝来の宝物
が展示されています。
●開館時間　９時30分～17時
●休 館 日　金曜日（4～6、9～11月を除く）
　　　　　　（ただし祝日の場合は開館）

※年末年始の営業については、各施設へお問い合わせください。

とちぎ蔵の街観光館11 10282-25-0560

岡田記念館1

…数字は中面地図と
　対応しています

1

10282-22-0001

見どころ
●栃木駅から徒歩25分
●第一駐車場から徒歩15分

横山家は店舗の右半分で麻問屋、左
半分が銀行を営んでいた明治の豪商で
した。両袖切妻造（りょうそできりづまづく
り）と呼ばれる貴重な建物には、当時を
偲ばせる帳場などが再現されています。
●開館時間　10時～16時
●休 館 日　火曜日・水曜日
　　　　　　（ただし、祝日の場合は開館）

横山郷土館4 10282-22-0159
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩5分

栃木市は明治16年まで栃木県庁の所
在地でしたが、当時の県令が宇都宮市
に県庁を移転させました。現在ではその
敷地に巡らされた堀だけが残り、県庁
堀と呼ばれ、市民の憩いの場として親し
まれています。

県庁堀3 ●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩5分

れい　へい　し　かい　どう

1617年、徳川家康が日光山に改葬され、
その後、毎年、朝廷から日光東照宮に例
幣使と呼ばれる勅使がつかわされました。
この道が例幣使街道と呼ばれ、その一部
が大通りや嘉右衛門町通りであり、現存し
ている見世蔵などが当時の繁栄振りを偲
ばせています。

例幣使街道2 ●栃木駅から徒歩25分
●第一駐車場から徒歩15分

およそ200年前に建てられた土蔵3棟を改
修し、美術館として現代によみがえらせ、
栃木市ゆかりの作家の作品を中心に収
蔵しています。
●開館時間　９時～17時（入館は16時30分まで）
●休 館 日　月曜日（祝日の場合、火曜日）

とちぎ蔵の街美術館5 10282-20-8228
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

塚田家は、江戸後期から巴波川の舟運
を活かし、木材回漕問屋を営んできた
豪商で、巴波川沿いに120mに及び巡
らされた黒塀と白壁土蔵は栃木市を代
表する景観となっています。
●開館時間　９時30分～17時
●休 館 日　月曜日（ただし祝日の場合開館）
　　　　　　（4～6、10、11月を除く）

専用

塚田歴史伝説館7 10282-24-0004
●栃木駅から徒歩12分
●第一駐車場から徒歩7分

質商を営んでいた坂倉家の土蔵と母屋
からなる約200年前の建物です。二階部
分の松の一本通しの梁など、当時の土
蔵の構造をうかがい知ることができます。
●開館時間　10時～16時
●休 館 日　月曜日
　　　　　　（ただし、祝日の場合は開館）

栃木市郷土参考館8 10282-24-2145
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

隔年開催の「とちぎ秋まつり」がデジタル
技術を駆使した演出と実物の山車3台で
再現され、まつりの迫力と山車のすばらし
さを満喫することができます。
●開館時間　９時～17時
●休 館 日　月曜日（4～6、9～11月を除く）
　　　　　　（祝日の場合、火曜日）

だ　　し

とちぎ山車会館6 10282-25-3100
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

「路傍の石」などで知られる文豪山本有
三は栃木市出身です。江戸末期の見世
蔵を改修した記念館の館内には愛用の
品や自筆の原稿が展示されています。
●開館時間　９時～17時
●休 館 日　月曜日（祝日の場合翌日）
　　　　　　（4～6、9～11月を除く）

山本有三ふるさと記念館9 10282-22-8805
●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分

江戸末期から明治中期に建てられた呉
服商の蔵を改修した館内には、浮世絵や
錦絵をはじめとする、江戸情緒を感じさせ
る貴重な美術品が多数陳列されています。
●開館時間　10時～17時
●休 館 日　月曜日
　　　　　　（ただし、祝日の場合は開館）

あだち好古館10 10282-22-0149

こう　こ　かん

●栃木駅から徒歩15分
●第一駐車場から徒歩3分
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（社）栃木市観光協会
30282-25-2356/50282-20-7373
http://www.kuranomachi.jp
t-kankou@cc9.ne.jp

30282-21-2543/50282-24-7666
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栃木市商工観光課

栃木市
アクセス

への

このパンフレットは古紙パルプ配合率100％の再生紙と環
境にやさしいベジタブルオイルインクを使用しています。

栃木市QRコード

東北自動車道約50分
※所要時間はあくまで
　目安となっています。 川口JCT栃木I.C

新幹線約45分

快速約１時間５分

普通約10分 東　京

上　野

小　

山
栃　木

東京・上野駅からの　JRアクセス

特急約１時間10分

区間快速約１時間30分

日 　光

鬼怒川温泉
浅　草栃　木

浅草駅からの　東武鉄道アクセス

特急約１時間15分 新　宿
日 　光

鬼怒川温泉
栃　木

新宿駅からの　アクセス

東北自動車道：川口JCTからの　アクセス

約50分約50分

※所要時間はあくまで目安となっています。

高崎JCT友部JCT 栃木I.C

北関東自動車道：高崎JCT、友部JCTからの　アクセス

「蔵の街」のはじまり ～例幣使街道と巴波川の舟運～
　「蔵」があるということは、そこに入れておく物資や資金があったという
ことです。栃木市が「蔵の街」として発展したのは、北関東有数の商都
であったからです。それでは、その歴史を紐解いてみましょう。
　1617年、家康の霊柩が日光山へ改葬され、その後、朝廷からの勅使
が日光東照宮へ毎年参向するようになりました。その勅使を例幣使という
ことから、通る道は例幣使街道と呼ばれました。栃木はこの街道の宿場
町となり、人が集まり、物が集まるようになりました。これが商都としての発
展のきっかけになったといわれます。
　さらなる発展の原動力となったのは、巴波川の舟運での江戸との交
易であるといわれます。江戸からは日光御用の荷や塩などが運ばれ、栃
木からは木材や農産物などが運ばれました。舟運は江戸の初めから利
用され、次第に交易が盛んになり、江戸の終わり頃には栃木の商人達は
隆盛を極めたといわれます。その豪商達が白壁土蔵を巴波川の両岸に
沿って建てていきました。
　栃木市の蔵の街並みは、かつての栄華を極めた豪商達の歴史が築
いてきたものなのです。

明治後期の栃木町大通り（片岡写真館提供）

「とちぎ」の
　ルーツを知る


